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１．概要（Summary） 

高炉においてコークスの最も重要な役割は強度であ

るものの、劣質炭配合コークスは強度が低下することが

問題となっている。この原因は劣質炭の膨張不足によ

る周囲の石炭と接着が不十分な領域 (接着不良)が生

じるためである[1]。本研究では劣質炭のモデル物質と

して軟化溶融・膨張しないアルミナビーズを配合し、ビ

ーズと石炭との接着性を評価するとともに接着性および

アルミナビーズ配合時の気孔構造が強度に及ぼす影

響を検討する。本実験ではマイクロX線CTを使用し石

炭に配合したアルミナビーズを判別可能であるか確認

するとともに試料内部の気孔構造について観察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マイクロ X線 CT 

【実験方法】 

直径 12 mm、高さ 10 mmの円柱状コークス試料に

対し、X線 CTにより試料の 2次元断面像を 3－5枚撮

像し、試料内部に存在するアルミナビーズを観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

同一の試料を X線 CTにより撮像した。Fig. 1および

Fig. 2に異なる断面のCT像を示す。得られたCT像より

アルミナビーズの輝度値が基質よりも大きく、コークスの

内部に存在するアルミナビーズを判別可能であることを

確認した。また、試料内部の気孔に着目すると、Fig. 1に

示すとおりコークスの内部には大きな気孔が存在する一

方で Fig. 2 においては大きな気孔が存在せず、気孔壁

が薄い基質が多く存在する。気孔壁が薄い基質に応力

が集中するため、コークスを圧縮した際にその部分から

破断が生じやすいと考えられる。 

 

Fig. 1 CT image of coke. 

 

Fig. 2 CT image of coke. 
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